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大和市民活動センター［拠点やまと］ 第６７号 ２０１３年２月１日発行 

2013 

あの手この手のマークの間のＳは solution（解決）のＳです。 

あの手この手で考えて、あの手この手で問題解決！ 

本号から 3 回にわたって、大和市にあった今はもうない古い

民家の姿を紹介します。描き留めてくださったのは今年 2 月

に亡くなった大久保信昭さん。この「たそがれ」という作品は

昭和 48 年（1973 年）の作。ほんの 40 年ほど前に、この民家

は現存し、ここで生活が営まれていました。喪ったものやこ

と、代わりに得たものやことは何か。絵はそれを問うているよ

うにも見えます。（小杉記） 

＊「あの手この手」は大和市民活動センター 

のＨＰではカラーでご覧になれます。 

 

桜ケ丘駅より西へ徒歩

１５分ほどの引地川沿

い千本桜のあたりにス

イセンが群生し、桜・春

を呼び込むようだ。大

和市内水辺の所々で

見ることができる。 
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 大和市民活動センターは市と市民活動団体［拠点やまと］とによる協働事業として運営されています。

今後も安定的・継続的な運営ができるよう県内 7 ヶ所の市民活動センターの運営方法を 7 月から 12 月

にかけて訪問調査し、当月の拠点やまと会議で調査内容を報告・共有してきました。 

 先般、調査結果をもとに分析し、今後の方向性をまとめました。 

平成 25年度のシュミレーションを通して、大和らしい運営のデザインをまとめて行きます。   

                                                       ［拠点やまと］会長 関根孝子 

絵・「雲の上の世界」 田丸好香（このか）（深見小３年） 

 
やまと国際フレンドクラブ（ＩＦＣ）主催 

『第 5回やまと国際アートフェスタ』入賞作品 

IFC賞・3回シリーズ（その 2） 

 

＜送付の際、同封のご案内＞ 

・第 57回連続共育セミナー・NPO会計「活動計算書」の作り方・ 3/19(火)開催 

 

田丸好香さんからのメッセージ 

雲の上に世界があったら、どんな感じかな？

ふわふわしていて、楽しいだろうな。雲の上

の世界で雲の実を食べてみたいな ♡ 
あああああ 

ああああああああああ♡ 



 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  1月 28日(月) 晴れ  
未明から降り出した雨が早朝、雪になった。

1/14(月・祝)大和では珍しい大雪があった。それに

次いで今季 2度目になる。１㎝ほど「センター」前の

駐車場に積っていて、車輪の跡をくっきりと残してい

た。空はすでに晴れていた。これから、例年降雪が

ある時期になる。事故の無いように気を付けよう。 

 

 －2－ 

サポーターのフォローアップを継続 
 

事業名：認知症サポートを広げるための広報事業 
      
団体名：社会福祉士の会「やまと」 

文化創造に対する意識を高める 

事業名：文化創造担い手育成事業 

団体名：ドラマティックカンパニーYamato５０ 

担当課：文化振興課 

４月から提案募集が始まります 
 
・市民活動推進補助金は「何か社会に貢献できる活動

を始めたい」、「今行っている活動の輪をもっと広げ

たい」、「新しい分野の活動を発展、充実させていき

たい」などの市民活動を補助金を出して後押しする

ものです。 
 

・協働事業等提案制度は「大和市新しい公共を創造す

る市民活動推進条例」に基づいています。“新しい公

共”とは、行政だけに公共をゆだねるのではなく、市

民、市民団体、事業者、行政がもつ知恵やチカラを

出し合いながら、地域の現場から公共的課題を発見

し、共有し、解決していこうという考え方です。こ

の“新しい公共”を創造するための手段のひとつが『協

働事業等提案制度』です。市民、市民団体、事業者

及び行政という異なる主体が、共通の課題解決に向

けて、お互いの提案に基づき取り組むことで、より

多様な価値観、住民ニーズに対応した公共サービス

を提供することが可能となります。 
 
「センター」は、みなさんを応援します。市民活動への

想いを、実現してください。いっしょに考えましょう。 

    ＊募集要項は４月に大和市ＨＰなどで広報されます。 

  子育てモヤモヤ 

        カフェで“快方” 
 
事業名：みんなおいでよ！ 

      ホッと＋（プラス）かふぇ 

 ～カフェで始まる子どもと子育て応援事業～ 

団体名：NPO法人ピコピコ 

担当課：保育家庭課/こども・青少年課/青少年相談室 

 

                 生演奏の出前 
                     
  事業名：お届け楽器探検隊 
  団体名：大和市芸術文化振興会 

「大和市協働推進会議」の委員を２名募集中 
 
主な活動内容は、市長の諮問に応じて、協働事業提案

の調査審議を行い、その結果の報告を市長に行いま

す。募集の概要、応募方法は大和市ＨＰにあります。 

活動をＰＲし、つなげましょう 
市民活動課主催 ボランティア見学会のバスツアー 

３月１４日（木）午後に「センター」に来館します。 
 
ボランティアに関わりたいと前向きな方々です。あな

たの活動をＰＲして、お仲間をＧＥＴしましょう。 

＊詳細は「あの手この手」次号で紹介します。ご検討ください 

 ●市民活動推進補助金制度で活躍している事業 
  
  現在、6事業が実施中。その内、2事業を紹介します。 
      

 

 ●協働事業等提案制度で活躍している事業 
 
  現在、19事業が実施中。その内、2事業を紹介します。 

協働・補助金事業の今は… 

回
想
法
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
講
座
を
行
い
ま
し

た
。
困
っ
た
時
に
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用
し

て
い
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だ
け
る
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報
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作

成
中
で
す
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（代
表
・山
本
容
子
） 
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デ
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希
望
の
会
場
に
出
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い
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延
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（代
表
・小
林
三
夫
） 

 

協
働
広
報
Ｐ
Ｒ
で
、
子

育
て
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代
の
来
場
者
が

Ｕ
Ｐ
！ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
か
ら
様
々
な
交
流
が

活
発
に
♪ 

「
み
ん
な
の

声
」を
届
け
ま
す
！ 

（理
事
長
・渡
辺
由
美
子
） 

 



   あなたの団体の情報を発信！  
 2012年 8月下旬、トップページをリニューアルし、 

たくさんの情報をトップページから発信できるようになり

ました。 

 登録団体情報の発信に、特に力を入れています。 

情報の写真、チラシなどデータでいただくと幸いです。 
 
トップページの【注目のコーナー】 
 
１．登録団体情報はここに！ 
 

★左側 「最新情報」の中段 

★中央 「FMやまと」「市民活動紹介」 

 ★右上 「Pick up」…各団体の広報紙を紹介 
 

２．「センター」からのお知らせはここに！ 
 
 ★左側 「最新情報」の上段 
 

３．おもしろコーナー 
 
 ★中央 「大和市あれこれ」「大銀杏のつぶやき」 

  大和市内のミニ情報を随時掲載 
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連続共育セミナー 次回の第 57回 

若い力大募集！ 今年も参加します。 
 

第８回やまと国際交流フェスティバル 
 

日時：３月１７日（日）１０：００～１５：００ 

会場：大和駅東側プロムナード 

主催：（公財）大和市国際化協会 
 
 大和市には外国籍の方が約 5,600名、国数 71カ国。 

国内でも比率の高い自治体です。当日は国際色豊かに 

珍しい飲食などが出店。 ステージでは民族舞踊など 

パフォーマンスも見られます。 

 大学生・高校生や国際協力活動をしている団体などが

「大和市民活動センター」ブースで 

お祭りを盛り上げます。 

ユニークなアイデア募集中！ 

       チラシを 1枚・5円で配布 
 

 イベントのお知らせや仲間集めなど活動団体のチラシ

を登録団体へ送ります。（通称：情報交差点） 
 
A4サイズに印刷した「チラシ」を 200 枚、ご準備ください。 

毎月１日発行「あの手この手」に同封します。 

１種類 1,000 円です。 

＊封入作業を行う際には、お集まりいただきます。 

基本的には発行日の前日＝月末です。 

日時をご確認ください。 
 

☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ 
 

「クロネコメール便」の取り次ぎを始めました 
 
 「センター」内でメール便取扱店と同額の 1通当たり 

80円の料金をお支払いください。 

メール便シールをお渡しします。 

シール貼りを終えたら、「センター」が書類をお預かりし

当日、ヤマト運輸に引き渡します。 

お話： 税理士 板倉
い た く ら

幸子
さ ち こ

さん  

NPO法人 税理士による公益活動サポートセンター理事 
一般社団法人 公益アシストかながわ 理事 

と き：３月１９日（火）１８：３０～２０：３０ 

ところ：大和市民活動センター 

会   費： 500円（資料代） 

年 1 回年度末の慣れない会計等活動の報告書作成は

手間取ります。昨年 4月から「改正 NPO法」が施行され

それに準じて提出書類を作成しなければなりません。 

具体的に税理士から学びましょう。 

   ＊別途、税務「無料相談会」 3/28(木)15：00～17：00  

                 場所：大和市民活動センター 

「活動計算書」で活動の把握を 

テーマ：NPO会計 「活動計算書」 の作り方 
    ～活動の 整理整頓・次への準備 

申し込み：（先着 20名） 

     大和市民活動センター 

     電話 ０４６－２６０－２５８６ 

 

広がる高校生ボランティアの輪 

柏木学園高校生が活躍中 

 柏木学園の高校生が、高齢者や児童のデイサービス

施設などで定期的にボランティア活動を行い関係者か

ら感謝されています。 3/19（土）に高齢者デイ晃風園

（市内草柳）で行った活動では、柏木高生に誘われた 

他の高校の生徒も参加し、口コミでボランティアの輪が

広がっています。      （文とイラスト：拠点やまと 弘中健一） 

何
色
が 

い
い
か
な
？ 

き
れ
い
な 

 

ぬ
り
絵
ね

な
？ 

いつも笑顔で親切に

してくださるのでお年

寄りも大喜びです。 

晃風園 今井さん談 

 お得
情報

 



テーマ：あなたにとって 

「追い払いたい鬼はなんですか」 

45 年前に８ミリフィルム時代に発足し、その時からの

メンバーが 3人いて、現在のメンバーは 19名。その他

に引越しや転居の人 3人が通信会員とのこと。 

毎月、第 2 土曜日は撮影、編集、機材など映像制

作に関する勉強会。第 4 土曜日は会員の作品を上映

して、意見や感想を述べ合う例会。相当厳しく批判もさ

れますが、作品制作の向上に役立っています。その

後、一杯飲みながらの「大和宴会サロン」は人間として

の幅を広げる場になっていますと、ほんとうに楽しそう

でした。 

８ミリフィルム時代は１巻が 3分 20秒しかなく、フィル

ムの値段も現像代も高かったので、ふんだんに撮影出

来なかった。機材もカメラの他に録音機材も必要で、

編集も大変だったと、苦労話が続きました。「山本会長

は“メカの神様”です。新入会員には、パソコンの操作

から教えています」と、副会長の長谷川さん。その長谷

川さんは全国規模のコンテスト上位入賞 2回以上の資

格のある人しか入れない「日本アマチュア映像作家連

盟」の会員とのこと。もう一人の副会長の野田さんは山

岳映像一筋から出発。 

現在は他団体から頼まれ 

て記録映像を撮ったりと、 

充実した活動の様子を 

話してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第第 11..33..55((火火))生生放放送送  

99::0000  ⇒⇒1100：：0000  

 

朝ラジ☆ホッとスクランブル 

大和市民活動センターだより 

『やまとっこ☆みつけた 』   
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「あの手 この手」 第 67号  発行日・2013年 2月 1日       発行・大和市民活動センター 拠点やまと 
 

  大和市民活動センター ＜開館・月～土 ９：００～１８：００＞   TEL：046-260-2586  FAX：046-205-5788  
  〒242-００21 大和市中央 1 – 5 - 1              e-mail：yamato@ar.wakwak.com 
       http://www.kyodounokyoten.com/   

ＦＦＭＭややままとと    

７７７７．．７７ＭＭＨＨＺＺ  
   

進行役のジョニーです 

 

第 174回 1/15 (火) ～みんなを楽しませたい～ 

＜大和南京玉すだれの会＞ 

第 175回 1/29 (火) ～映像×音楽の総合芸術～ 

＜大和映像サロン＞ 

拍子木の音とともに口上が始まる「南京玉すだれ」

を、師匠の松竹梅亭ラッキーさんと弟子の梅乃家さくら

さんがスタジオで実演。ラジオなので自在に操る玉す

だれをお見せできないのが残念でしたが、雰囲気が伝

わったでしょうか。 

ボランティア活動に活かせると思って始めたというさ

くらさんは、「カッコーフェスタ」でデビュー。「演じるの

が楽しいことと、見てくれる人が楽しんでくれるのがうれ

しい」と、語ってくれました。 

 今年は『実践玉すだれ』として、積極的にボランティ

ア活動をしていきたいと、弟子の活躍の場を広げてい

く意気込みを語ったラッキーさん。幼稚園の子どもたち

からヒントをもらって、子どもが興味をもつように口上も

変えていると陰の努力も披露してくれました。いつもの

ように滑らかな口調ではなく、かなり緊張していた様子

は、ラジオを聴いてくださっている人にも伝わったよう

でした。バナナのたたき売りの口上など聞きたかったと

いうメールもいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「食欲の鬼」。ケーキを見ても、果物を見
ても食欲の鬼が騒ぐ、その結果が太る。
今年こそは「鬼」を追い払いダイエットし
たい。（櫻井貞代） 

 

 
「“まだ若い”と思う気持ち」に追いかけら
れ、進むけれど、バタバタしている。もう
いいだろうとの緩みが生じるが、“ありがと
う”を込めながら前に進もう。（浅見正明） 

 大和市民活動センターは「大和市新しい公共を創造する市民活動推進条例」に基づいて設置されています。 

 

たくさんあって困ります。食欲、運動不
足、怒りんぼの鬼。それから時間の鬼に
はイライラさせられます。でも、みんな追
い払ったら寂しくなるのかな～ （関根孝子） 
 
 

 

「大切に育てているバラの鉢につ
く虫と病気」。毎年、同じことに悩
まされているが、無農薬でぜった
い咲かせたい。ああ、追い払いた
い。（村山真弓） 
 

マスクをしたまま “味噌汁”を飲んだ！ 
置き忘れ、物忘れ、記憶忘れが多くなっ
たと思うこの頃。 “ど忘れ”の子鬼が成
長しません様に！（望月則男） 

「目覚まし時計」。寒い朝、布団の中が
恋しい。リン・リン・リン・・・・。  ああ無
情！ あと 5分。（弘中健一） 

「後でやろう」と後回しにして、後回しの鬼
に追われている。後回しの鬼を追いかけ
て追い越してみよう。（中山みゆき） 

何でも、やりたいことがあると、すぐ取り
組んでしまう「欲張りの鬼」は、今年こ
そ、お休みに。何でもバランスが大事で
す。（姜そんう） 

一日延ばし。その「一日延ばし」が「一年
延ばし」になったりしてしまう。もう、あちこ
ちに不義理を重ね、反省の年末。そして
また…。（小杉皓男） 

「継続を阻むいいかげんさ」。健康の
基本は、腹 8 分目の食事と運動と分
かっているのに、“食べられるうちが
華”と甘い自分がいる。運動も継続し
ない。（石川美恵子） 

＜これからの出演団体＞ 

第 176回 2/5(火) 食のアトリエ               

第 177回 2/19(火) さがみ生活クラブ生協大和コモンズ 



 

大和市民活動センター[拠点やまと]が制作発行する 

月刊広報紙「あの手 この手」。 

２０１３年２月号（第６７号）をお届けします。 
 

 

 

「少子高齢化」。この 5 文字は毎日のように新聞で目にし、テレビ、ラジオで常に耳に届く言

葉です。さながら今の日本の姿を表現するキイワードのようです。 

 

 NHKテレビ 1/20（日）に放送された番組「NHKスペシャル 衝撃“老人漂流社会”」は、「高

齢化」のひとつの深刻な状況を番組名にしたように「衝撃」をもって、映像で伝えられました。 

 88歳の高齢者が、先立たれ妻の遺骨を膝にのせ、手首には妻が贈ってくれたという腕時計、こ

の二品のみを財産として身に付け、40年間住んだアパートを引き払われ、自治体が見つけた施設

に車椅子で移動するシーンを追っての映像がありました。この高齢者、大井さんは長くて 1ヶ月

が限度のショートスティ先を 3ヶ月で 4つも転々と移動したとか。 

番組のなかで、社会保障制度審議会委員の宮本みち子さんは、この大井さんの姿を見て、「心細

い寄る辺の無さが表情に現れていますよね」と。 

 終（つい）の住みかはどこにあるのだろう。高齢者が自らの意志、希望で「死に場所」を決め

られない現実がこの日本で広がっていることを番組は伝えていました。 

 

 「マドリード宣言」というのをご存知でしょうか。スペインの首都マドリードで開催された「第

2 回高齢化に関する世界会議（2002 年）」での政治宣言のことです。ここに記載されていること

を抜き書きします。 

・1991年に国連総会が承認した高齢者の自立、参加、ケア、自己実現及び尊厳を定める「高齢者のための国

連原則」を再確認する。（第 3項より） 

・我々は、高齢者の尊厳に対する認識を高め、かつ、あらゆる形態のネグレクト（放置）、虐待及び暴力を廃

絶する決意を表明する。（第５項より） 

・高齢者の潜在能力は、将来の発展の強力な源泉である。（第 10項より） 

 

 「宣言」の中では何度も「高齢者の尊厳」という言葉が遣われています。 

先の宮本みち子さんは番組のなかで、「（高齢者が）心ある人たちに見守ってもらえるという最

低限の尊厳すらない」とも話されていました。（次号に続く） 

記・小杉皓男[拠点やまと]広報係 2013/01/29 

 

 

 

 

 

 

 

                                  イラスト・望月則男 


